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企画趣旨
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経済産業省は2019年にまとめた「国際競争力強化に向けた日本企業の法務機能の在り
方研究会報告書」で、「法務機能の強さが企業の生き死にを左右する一要素となりかねな
い」などと指摘しており、「経営と一体化した法務」が企業の命運を握るケースが相次いでいま
す。法務部門は契約書のチェックや訴訟実務、危機管理対応から新事業を法的に支えるな
ど、関与する分野が増えています。

また、法務担当者の人材確保の難しさや、世界的な各種規制・ルールの拡大によって法務
部門の業務負荷が高まっていることから、企業法務向けサービスがここ数年で急速に普及が
進んでおり、リーガルテックを導入し、業務効率化を目指す企業の意欲が高まっています。

そこで、日本経済新聞社では、企業法務やリーガルテックをテーマとした「日経リーガルサミット
2024」を立案いたしました。企業法務の重要性、法務部門の「新たな役割」、リーガルテック
の現在地や導入による企業法務変革、「ビジネスと人権」について、有識者、弁護士、現場に
いる社内弁護士や法務担当役員などによる議論・事例紹介によって、法務部門のプレゼンス
向上を図ります。以降の企画要綱をご覧いただき、何卒ご協賛賜りますようよろしくお願い申し
上げます。
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日経媒体での企業法務に関する記事は増加傾向
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▶名称：日経リーガルサミット2024

▶主催：日本経済新聞社

▶日時：2024年2月15日（木）10:00~19:00 ※予定

▶配信会場：日経カンファレンスルーム（日経ビル6階）

▶形式：リアル・オンライン配信（ハイブリッド開催を想定）

▶想定申込者数：800名 ※うち、リアルの場合 定員150名想定 ※オンラインは定員なし

▶協賛区分：特別協賛2社、協賛3~4社程度 ※予定

▶協賛対象：①企業の危機管理対応を担う、法律事務所やコンサルティング企業 など

②AIやデジタル技術を活用して法務を効率化するリーガルテック企業 など

▶想定聴講者：中堅中小企業から大企業までの法務に関わるビジネスパーソン（経営者、役員などの意思決定層中心に集客）

開催概要
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パネルセッションテーマ案

⚫ 進化する企業法務～ビジネスをつくり企業を強める挑戦

企業法務の現場にいる社内弁護士や法務担当役員が法務部門の「新たな役割」について語り合う。事業部門と法務部門が
連携し新しいビジネスモデルを構築した事例や積極的なＤＸの推進や事業部門との連携強化で「攻めの法務」を展開する
企業など「新たな法務のあり方」について対外的な発言が多い企業とのセッションを想定。

⚫ リーガルテック最前線 AIが迫る法務部門改革

ＡＩやデジタル技術を活用して法務を効率化する「リーガルテック」の現在地、生成ＡＩの活用で近い将来、どのような
可能性が開けているのか。それに伴う企業法務の業務の変革や、法務部員、弁護士の役割の変化などを議論する。リーガ
ルテックと弁護士法による規制とのせめぎ合いについては２３年８月に法務省が指針を出しており、今後、ＡＩが進化し
た時に、さらに法令・ルールの見直しが必要になるという論点についても議論する。

⚫ ビジネスと人権、グローバル水準の企業対応とは

欧州を中心に企業の対応義務を定める法令も次々に出来ている一方、セオリーが定まっておらず「どこまで対応していい
のか」と迷う企業も多いのが現状であり、そのため企業側の高い関心が寄せられている。

⚫ 日経 企業法務・弁護士調査報告

2023年度調査「弁護士ランキング」「法務に強い企業ランキング」の発表・解説
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プログラム案

※内容、出演者は予定です

Time Table Lap Category Program

10:00~10:20 20 基調講演 小林 一郎 一橋大大学院法学研究科教授（※元三菱商事法務部コンプライアンス総括室長）

10:20~10:50 30 特別協賛①

10:50~11:50 60 パネルディスカッション 進化する企業法務～ビジネスをつくり企業を強める挑戦（仮）

12:00~13:00 60 休憩

13:00~13:30 30 日経セッション 日経「弁護士ランキング」「法務に強い企業ランキング」の発表・解説 植松正史 日本経済新聞 法税務取材チームデスク

13:30~14:00 30 特別協賛②

14:00~14:20 20 協賛①

14:20~14:30 10 休憩

14:30~15:30 60 パネルディスカッション リーガルテック最前線 ＡＩが迫る法務部門改革（仮）

15:30~16:30 60 パネルディスカッション テーマ未定

16:30~16:50 20 協賛②

16:50~17:10 20 協賛③

17:10~17:20 10 クロージング 渋谷高弘 日本経済新聞社編集委員

17:40~18:40 60 協賛企業・団体、当日登壇者とのネットワーキング
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協賛パッケージ

協賛メニュー
特別協賛 協賛

13,000,000 5,000,000

サミット

特別協賛社講演 ご登壇（30min.）& パネルディスカッション参加（60min.） ●

協賛社講演 ご登壇（20min.） ●

告知・タイトルスライド等への社名掲載 ● ●

視聴ページ内での協賛社アンケート&資料リンク ● ●

視聴申込者のリード情報提供 ● ●

ネットワーキングへの参加（登壇者含め5名程度） ● ●

メディア掲載

日本経済新聞朝刊 5段モノクロ広告 ※10Pに詳細 ●

日経電子版タイアップライト ※11Pに詳細 ●

告知（日本経済新聞・WEBサイト）での社名掲載 ● ●

日本経済新聞朝刊 採録広告特集にて講演記事の掲載 ● ●

日本経済新聞朝刊 採録広告特集にて社名ロゴ掲載（モノクロ） 大 小
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APPENDIX
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告知・採録広告について

告知
（複数回出稿） 採録（24年3月掲載）

※特別協賛プラン実施の場合、「5段モノクロ（純広告）」を
採録下にて掲載を予定しております。
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日経電子版タイアップライト（特別協賛特典）

サミットでの登壇内容を深堀し、日経電子版内で掲載致します。
デザイン等は定型フォーマットによる掲載となります。

【掲載時期 】
・3 月中旬以降順次

【採録イメージ 】
・1 ページ（ 2500 字 程度）
・写真/図版等の 仕掛け（ 2 ～ 3 点）

【内容 】
講演内容の深掘り記事を掲載（採録ではサマリーのみの掲載のため）
イベント登壇後、イベント会場内にて取材・撮影（計30分程度）を実施

【取材時期 】
・イベント実施前後
（取材が遅くなる場合は 3 月下旬以降に掲載する可能性があります）

※タイアップライトの二次利用につきましては途30万円（※税別）がかかります

https://ps.staging.nikkei.com/yamanashi2203/index.html


or

※ 15 5

セミナー概要ページから視聴ページまで、NEONセミナールーム上で提供することで一貫した体験を提供

ご提供実施アンケートについて
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※
※
※

必須項目 条件付き必須項目
※職業で「お勤め（会社員・公務員など）」「自営
自由業」を選択した場合

氏名 勤務先電話番号(※1) 業種

氏名（フリガナ） 勤務先メールアドレス(※1) 職種

居住地チェック 役職クラス

年代 役職名

職業（お勤め、自由業等） 従業員規模

勤務先郵便番号(※1) お勤め先名

勤務先住所(※1) 所属部署

リード情報（申込者リスト）の提供について①
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項目順 CSV見出し行 データの例

1 予約日時 "2022-09-05 20:13:07"

2 ユーザーID 12345

3 メールアドレス example@nikkei.com

4 姓 日経

5 名 太郎

6 姓（フリガナ） ニッケイ

7 名（フリガナ） タロウ

8 会社名 株式会社日本経済新聞社

9 部署名 イベント・企画ユニット

10 役職 次長

11 勤務先郵便番号 100-8066

12 勤務先住所 東京都千代田区大手町1-3-7

13 勤務先電話番号 03-1234-5678

14 居住国 日本国内

15 ご職業 お勤め（会社員、公務員など）

16 業種 放送・広告・出版・マスコミ

17 職種 営業・販売

18 役職クラス 主任／係長クラス

19 従業員規模 1,000～2,999人

20 年代 40～44歳

21 セミナーID 67890

22 セミナータイトル イベントDXセミナー第1回

23 セミナー開始時刻 "2022-09-28 16:00:00"

24 セミナー終了時刻 "2022-09-28 17:00:00"

25 視聴分数（セミナー全体） 60

26 視聴分数（協賛担当者名1） 20

27 協賛者アンケート名 ◯◯◯社アンケート（2022/09/28）

28 アンケート質問文 ◯◯についてお選びください。

29 アンケート回答 選択肢1

30 アンケート質問文 ◯◯についてお選びください（複数回答）

31 アンケート回答

"選択肢1

選択肢2

選択肢6"

32 アンケート質問文 ◯◯について自由にお書きください。

33 アンケート回答
"回答文を書きます。

改行もしてみました。"

34 汎用ボタン
"◯◯◯◯氏資料

△△△△氏資料"

※セミナー全体および
自社セッションの視聴分数

※協賛者アンケートの回答

※ダウンロードした資料

申込者情報 セミナー視聴時の行動履歴

Point①

リード情報（申込者リスト）の提供について②
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NEON

CSV

2

リード情報の提供の流れ

14



※
※

(3 )

※

視聴画面のイメージ①
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※
※

視聴画面のイメージ②
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―

―

3

―

―

参加者へのアンケート実施について
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2023年12月15日（金） ご協賛申込締切

2024年1月中旬 告知・集客開始

2024年2月15日（木） 本番開催 ※予定

2024年3月中下旬 サミット抄録掲載

スケジュール



日本経済新聞社
メディアビジネス 広告コミュニケーションユニット
プロデュース部 第2グループ 担当：真田
TEL：03-6256-7514
Mail：yu.sanada@nex.nikkei.com

▼お問い合わせはこちら▼

mailto:yu.sanada@nex.nikkei.com

